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第 136号

2023年 電機・情報ユニオンの旗印
生かす年に

い

か

2022年 6月 19日 (日 )
富士通のたたかいを支援する集会

たて
な財い理婦崚晰輪に射は従

難平
齢淋づ田『凛強横っ軟げ滸珠

国際労
森
英

一
中
央
書
記
長

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
新
年

２
０
２
３
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
か
。

米
田
徳
治
中
央
執
行
委
員
長

伊
草
貴
大
さ
ん
が
Ｎ
Ｅ
Ｃ
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

か
ら
不
当
に
解
雇
さ
れ
、
３
年

余

の
裁
判
で
２
０
２
１
年
１２
月

と
の
闘
い
の
困
難
さ
を
実
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ
（グ
ー

グ
ル
、
ア
マ
ゾ

ン
、
フ

エ
イ
ス

ブ

ツ
ク
、
ア
ッ
プ
ル
、

マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
）
の

一
角

の
外
資
企

業
と
の
本
格
的
な
闘
い
を
控
え
、

緊
張
感
を
持

っ
て
迎
え
ま
し
た
。

電
機
リ
ス
ト
ラ
は
止
ま
ら
ず

６８
万
人
を
超
え
る

森
　
書
記
長

電
機
産
業

の
状
況
は
、

が
で
す
か
。

米
田
　
委
員
長

昨
年
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

ヘ

の
侵
略
戦
争
は
絶
対
に
許
さ
れ

ま
せ
ん
。

日
本
経
済
は

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

停
滞
状
況
で
円
安
に
よ
る
物
価

高
騰
が
家
計
を
直
撃
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
電
機
大
企
業
は
、

前
年
比
プ
ラ
ス
の
企
業
業
績
を

計
上
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て

人
員
削
減
を
中
心
と
し
た
リ
ス

ト
ラ
策
は
止
ま

っ
て
お
ら
ず
、
‘‐

電
機
リ
ス
ト
ラ
は
６８
万
人
を
超

え
ま
し
た
。
リ
ス
ト
ラ
策

の
特

徴

は
、

「
黒
字

リ

ス
ト
ラ
」

「常
時
リ
ス
ト
ラ
」
が
続
き
、

リ
モ
ー
ト
で
の
働
き
方
が
常
態

化
す
る
も
と
で

「個
別
リ
ス
ト

ラ
」
（自
己
責
任
追
求
型
）
に
移

行
し
て
い
ま
す
。

富
士
通
は
昨
年
３
月
、

「ジ
ョ

ブ
型
雇
用
」
と
称
す
る

「
人
材

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
を
導
入
す

る
陰
で
３
０
０
０
人
を
リ
ス
ト

ラ
し
ま
し
た
。

富
士
通
が
進
め
る
ジ

ョ
ブ
型

人
材

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
、
す

べ
て
自
己
責
任
を
追
求
す
る
新

た
な
労
務
管
理
の
手
法
そ
の
も

の
で
、

「
ニ
セ
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
」

に
他
な
り
ま
せ
ん
。

富
士
通
の

「
ニ
セ
ジ

ョ
ブ
型

雇
用
」
提
案
に
対
し
て
、
２
０

０
０
件
以
上
の
疑
間
が
職
場
か

ら
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
職
場
で

は
、

労
使
合
意
を
盾
に
し
た

「
ニ
セ
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
」

・
ジ

ョ

ブ
型
人
材

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
導

入
に
よ

っ
て
、
企
業
帰
属
意
識

を
最
大
限
に
利
用
し
て
の

「自

２
０
２
２
年
７
月
２４
日

（土
）

第
４
回
電
機
リ
ス
ト
ラ
反
撃
交
流
集
会

己
責
任
」
を
様

々
な
場
面

（業

績
評
価
、
面
談
、
１
オ
ン
ー
、

な
ど
）
で
追
求
さ
れ
、
会
社

の

身
勝
手
な
労
働
者
の
差
別

・
選

別
が
強
化
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
労
働
組
合
の
無
力
化
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（２
面
に
続
き
ま
す
）

電機●情報ユニオン

米田徳治中央執行委員長

第 136号 の 紹 介
1面 米田委員長の年頭インタビュー
2面 米田委員長の年頭インタピュー

3面 23春闘 大幅賃上げを勝ちとろう
4面 23春闘要求アンケート葉書配布
告知板、あとがき
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（１
面
か
ら
の
続
き
）

改
め
て
、
労
働
組
合

の
強
化
を

強
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

株
主
総
会
行
動
三
菱
、
′
日
立
で
成
果

森
　
書
記
長

昨
年
、
１
年
間
を
振
り
返

っ

て
み
て
、
前
進
や
成
果
な
ど
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

米
田
　
委
員
長

株
主
総
会

の
取
り
組
み
は
電

機

・
情
報

ユ
ニ
オ
ン
活
動

の
特

徴
の

一
つ
で
す
。

２
０
２
２
年
４
月
１６
日
（土
）

三
菱
電
機
女
性
の
実
態
を
知
り

た
た
か
い
を
支
援
す
る
集
会

三
菱
電
機
は
、
経
団
連

の
副

会
長
で
あ

っ
た
柵
山
正
樹
前
会

長
が
自
ら
管
理
職

・
課
長
時
代

に
品
質
不
正
を
進
め
、
３０
年
４０

年
５０
年
に
わ
た

っ
て
不
正
を
続

け
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
ま
し
た
。

電
機

・
情
報

ユ
ニ
オ
ン
が
告

発
し
た
、
女
性
労
働
者
を
六
畳

間
ほ
ど
の

「監
禁
部
屋
」
に
閉

じ
込
め
、
監
禁
部
屋
の
監
視
だ

け
で
な
く
、
女
性
ト
イ
レ
の
出

入
り
を
克
明
に
監
視
カ
メ
ラ
で

チ

エ
ッ
ク

・
記
録
し
て
労
働
者

を
威
嚇
し
て
い
た
の
は
労
務
担

当
の
中
枢
人
事
部
門
で
し
た
。

一
般

マ
ス
コ
ミ
の
報
道
も
あ

っ

て
、
職
場

の

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
掲
示

板
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
大
き
な

反
響
を

つ
く
り
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
実
を
電
機

ｏ
情

報

ユ
ニ
オ
ン
組
合
員

の
株
主
が

質
問
状
を
送
り
付
け
た
こ
と
に

対
し
て
会
社
か
ら
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
株
主
と
し
て
長
年
取

り
組
ん
で
き
た
成
果
で
し
た
。

株
主
総
会
で
さ
ら
に
追
撃
し
、

三
菱
電
機
本
社

へ
の
要
請
行
動

で
も
生
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

日
立

の
株
主
総
会

で
は
、

「
ビ
ジ
ネ

ス
と
人
権
」
を
取
り

扱

っ
た

「
日
立
評
論
」
論
文
を

引
用
し
た

「事
前
質
問
状
」
だ

け
に
終
わ
ら
せ
ず
に
、
愛
知
支

２
０
２
２
年
６
月
２９
日

（水
）

三
菱
電
機
株
主
総
会
行
動

部
の
成
木
彦
朗
委
員
長
が
総
会

の
場
で
堂

々
と
論
陣
を
は
り
、

人
権
を
尊
重
す
る
回
答
を
引
き

出
し
た
こ
と
は
、
そ
の
後
に
行

っ

た
日
立
の
団
体
交
渉
で
も
生
か

さ
れ
ま
し
た

国
際
労
働
基
準
の
順
守
を

職
場
で
生
か
す
チ
ャ
ン
ス

森
　
書
記
長

今
後
の
取
組
み
で
重
視
し
て

い
き
た
い
こ
と
は
な
ん
で
し
ょ

う
か
。

米
田
　
委
員
長

電
機

ｏ
情
報

ユ
ニ
オ
ン
が
運

動
の
基
調
と
し
て
進
め
て
き
た

「国
際
労
働
基
準
」
＝

「国
連

グ

ロ
ー
バ

ル

コ
ン
パ

ク
ト
」

「社
会
的
責
任
に
関
す
る
国
際

規
格

Ｉ
Ｓ

０
２
６
０
０
０
」

「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
多
国
籍
企
業
及
び
社

会
的
政
策
に
関
す
る
原
則
の
三

者
宣
言
」

「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
多
国
籍

企
業
行
動
指
針
」

「
ビ
ジ
ネ

ス

と
人
権
に
関
す
る
指
導
原
則
」

＝
を
活
用
す
る
、
職
場
に
埋
め

込
ん
で
い
く
取
り
組
み
を
後
押

し
す
る
機
運
が
昨
年
生
ま
れ
ま

し
た
。
日
本
政
府
は
２
０
２
２
年
９

月
１３
日
に

「責
任
あ
る
サ
プ
ラ

イ
チ

エ
ー

ン
等
に
お
け
る
人
権

尊
重
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
公
表
し
ま
し
た
。
電
子
情
報

技
術
産
業
協
会

（Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）

は

２
０
２
２
年

３
月

３‐

日
に

「責
任
あ
る
企
業
行
動
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
発
行
し
、
１０
月
１２

日
に
は

「苦
情
処
理
メ
カ

ニ
ズ

ム
に
関
す
る
取
り
組
み
」
を
発

表
し
、

「
ビ
ジ
ネ

ス
と
人
権
対

話
救
済
機
構
」

（旨
８
こ

で
苦

情
処
理
を
支
援
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

リ

ス
ト
ラ
策
が
続
く
中
、
企

業

の
行

っ
て
い
る
こ
と
が
国
際

労
働
基
準
か
ら
い
か
に
外
れ
て

い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
い
ま
必
要
で
す
。

電
機

・
情
報

ユ
ニ
オ
ン
の
旗

印
で
あ
る

「国
際
労
働
基
準
の

順
守
」
を
職
場
で
生
か
す
チ
ャ

ン
ス
に
し
て
い
き
た
い
。

職
場
の
自
由
と
民
主
主
義
の
確
立

真
価
の
発
揮
を

森
　
書
記
長

今
年

の
抱
負
と
決
意
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

米
田
　
委
員
長

昨
年
末
に
厚
労
省
、
経
産
省
、

外
務
省
か
ら
外
資
系
企
業
を
め

ぐ

っ
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ま

し
た
。
世
界
的
な
外
資
企
業
Ｇ

Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ
の

一
角
に
電
機

・
情

報

ユ
ニ
オ
ン
の
組
合
結
成
を
通

知
し
ま
し
た
。
日
本
の
電
機
大

企
業
と
違

っ
て
、

「合
同
会
社
」

と
い
う
新
た
な
会
社
組
織
形
態
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
企
業
経
営

の

ス
タ
イ
ル
を
と
つ
て
い
る
の
か
。

こ
の
よ
う
な
経
営
実
態
に
対
し

て
、
労
働
組
合
運
動
、
活
動
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
け
ば

い

い
の
か
を
探
求
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
同
様
、
職
場
労
働

者

の
要
求
を
真
正
面
に
受
け
止

め
、
こ
れ
ま
で
の
問
い
で
活
用

し
て
き
た
国
際
労
働
基
準
順
守

を
求
め
、
労
働
者

の
雇
用
と
生

活
と
権
利
、
地
域
経
済
を
守
り
、

職
場
の
自
由
と
民
主
主
義

の
確

立
を
め
ざ
す
産
業
別
労
働
組
合

の
真
価
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

つ

て
い
ま
す
。

森
書
記
長

力
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


